
四日市市告示第２９２号 

 四日市市環境保全型農業直接支払交付金交付要綱の一部を改正する要綱を次のよう

に定める。 

令和７年４月１日 

                    四日市市長  森  智 広 

 

   四日市市環境保全型農業直接支払交付金交付要綱の一部を改正する要綱  

 四日市市環境保全型農業直接支払交付金交付要綱（平成２４年四日市市告示第１５

３号）の一部を次のように改正する。 

 

改正後 

別表（第２条関係） 

交付対象者 事業対象活動 

交付金の額 

（１０ａ当た

り） 

※すべて上限額 

農林水産省生産局長

が別に定める農業者

団体等とする。 

化学肥料及び化学合成農薬の使用を

地域の慣行から原則として５割以上

低減する取組（以下「５割低減の取組」

という。）と緑肥の施用を組み合わせ

た取組 

５，０００円 

５割低減の取組と総合防除（有害動植

物の防除のうち、その発生及び増加の

抑制並びにこれが発生した場合におけ

る駆除及びまん延の防止を適時で経

済的なものにするために必要な措置を

総合的に講じて行うものをいう。）を

組み合わせた取組 

４,０００円 

有 機 農 業

（ 農 林 水

産 省 生 産

局長が定め

（略） 

 

 

そば等以外 １４,０００円 



る要件をす

べて満たす

もの。）の取

組 

そば等以外で、炭素貯留

効果の高い有機農業を

実施する場合 

１６,０００円 

（略） 

 

 

 

 

改正前 

別表（第２条関係） 

交付対象者 対象生産活動 

交付金の額 

（１０ａ当た

り） 

※すべて上限額 

農林水産省生産局長

が別に定める農業者

団体等とする。 

化学肥料及び化学合成農薬の使用を

地域の慣行から原則として５割以上

低減する取組とカバークロップ（緑肥

の作付け）を組み合わせた取組 

６，０００円 

化学肥料及び化学合成農薬の使用を

地域の慣行から原則として５割以上

低減する取組と秋耕を組み合わせた

取組 

８００円 

有 機 農 業

（ 農 林 水

産 省 生 産

局長が定め

る要件をす

べて満たす

もの。）の取

組 

（略） 

そば等以外 １２,０００円 

そば等のうち、土壌診断

を実施するとともに、炭

素貯留効果の高い堆肥

の水質保全に資する施

用、カバークロップ、リ

ビングマルチ又は草生栽

培のいずれか１つ以上を

１４,０００円 



実施する場合 

（略） 

 

   

 

 

附則 

 この要綱は、告示の日から施行する。 

 

（商工農水部農水振興課） 

 

 

 


